
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 生物多様性（植物） 

 

  



 

 

 



 

資 1.2-1 

1.2 生物多様性（植物） 

1.2.1 現存植生図、微地形、流域を踏まえた調査地点の検討 

本事業では、既存資料（区画整理）における現地調査結果を活用する計画のため、既存資料

（区画整理）の現地調査地点が本事業の対象事業実施区域内においても現存植生図、微地形、

流域を踏まえて適切な位置に設定されているか検討しました。 

 

（1）検討手順 

検討手順は、「資料編 1.1 生物多様性(動物) 1.1.1 現存植生図、微地形、流域を踏まえ

た調査地点の検討」(p.資 1.1-1 参照)と同様としました。 

 

（2）対象事業実施区域の自然的環境の特徴 

「資料編 1.1 生物多様性(動物) 1.1.1 現存植生図、微地形、流域を踏まえた調査地点の

検討」(p.資 1.1-2 参照)に示すとおりです。 

 

（3）検討結果 

各項目の調査地点図及び調査地点の検討結果は p.資 1.2-2 以降に示すとおりであり、そ

こでの整理に基づき、本事業の対象事業実施区域における調査地点の設定は妥当であると判

断しました。 
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項目 植物群落 

調査手法・ 

地点数・ 

調査地点の 

検討結果 

調査手法 地点数注１ 調査地点の検討結果 

植生調査（コドラート法） １地点 

対象事業実施区域の西側に１地点(5)、対象事業実施区域の中央南側近傍に１地点(3)、対象事業実施区域の中央北側近傍に１地点（20）、対象事業実施区域の北東側近傍に

２地点(4、9)、南東側近傍に２地点(13、14)、北西側近傍に２地点（1、2）、南西側近傍に１地点（16）が設置されている。 

畑地、水田、草地、樹林地の植生を確認できる。 

調査地点 

 
注１：数字は、本事業の対象事業実施区域内の調査地点数を示す。 
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項目 維管束植物  

調査手法・ 

地点数・ 

調査地点の 

検討結果 

調査手法 地点数 調査地点の検討結果 

任意観察法 

及び任意採取法 
- 

対象事業実施区域を網羅的に踏査している。 

大径木調査 - 
比較的樹幹の大きい樹木が分布しているものと考えられる海軍道路及び囲障区域内を網羅的に踏査している。 

調査地点 
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項目 付着藻類 

調査手法・ 

地点数・ 

調査地点の 

検討結果 

調査手法 地点数注１ 調査地点の検討結果 

任意観察法 

及び定量採取法 
２地点 

和泉川に１地点(3-1)、相沢川に１地点(2-1)設置されている。 

調査地点 

 
注１：数字は、本事業の対象事業実施区域内の調査地点数を示す。 
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項目 蘚苔類 

調査手法・ 

地点数・ 

調査地点の 

検討結果 

調査手法 地点数 調査地点の検討結果 

任意観察法 

及び任意採取法 
- 

本事業の対象事業実施区域を網羅的に踏査している。 

調査地点 
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1.2.2 既存資料（区画整理）調査結果 

（1）植物相 

既存資料（区画整理）における植物相の確認種及び確認状況を表 1.2-1～表 1.2-6 に示しま

す。 

 

表 1.2-1 維管束植物の確認種数 

No. 分類 科 主な確認種 

平成 30 年度 
平成 

31 年度 

夏
季 

秋
季 

早
春
季 

春
季 

1 シダ植物 14 科 49 種 
トウゲシバ、クラマゴケ、ミズニラ、 
スギナ、トクサ、イヌスギナ等 

30 種 30 種 17 種 31 種 

2 裸子植物 7 科 10 種 
イチョウ、ドイツトウヒ、アカマツ、 
クロマツ、スギ、ヒノキ等 

7 種 4 種 5 種 6 種 

3 離弁花類 64 科 290 種 
オニグルミ、シダレヤナギ、イヌコリヤ
ナギ、タチヤナギ、クリ、スダジイ等 

232 種 182 種 87 種 179 種 

4 合弁花類 27 科 147 種 
イチヤクソウ、アセビ、マンリョウ、 
カラタチバナ、ヤブコウジ、ヌマトラノ
オ等 

105 種 87 種 57 種 98 種 

5 単子葉類 16 科 182 種 
オモダカ、ノビル、アサツキ、ニラ、 
オランダキジカクシ、ハラン等 

123 種 92 種 30 種 93 種 

合計 128 科 678 種 497 種 395 種 196 種 407 種 

注１：維管束植物 1～5の分類、科の配列は原則として『植物目録 1987』（環境庁 昭和 63 年）に準拠しました。 
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表 1.2-2(1) 確認種（維管束植物） 
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表 1.2-2(2) 確認種（維管束植物） 
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表 1.2-2(3) 確認種（維管束植物） 
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表 1.2-2(4) 確認種（維管束植物） 
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表 1.2-2(5) 確認種（維管束植物） 
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表 1.2-2(6) 確認種（維管束植物） 
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表 1.2-2(7) 確認種（維管束植物） 
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表 1.2-2(8) 確認種（維管束植物） 
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表 1.2-2(9) 確認種（維管束植物） 
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表 1.2-2(10) 確認種（維管束植物） 

 
注 1：種名及び配列は原則として、『植物目録 1987』（環境庁 昭和 63 年１月）に準拠しました。 

注２：「○」は令和３年度の調査で初めて確認された種を示しています。 
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表 1.2-3 蘚苔類の確認種数 

No. 分類 科 主な確認種 
平成 30 年度 平成 31 年度 

秋季 早夏季 

1 蘚類 21 科 52 種 
ヒメタチゴケ、ヒメスギゴケ、ツクシホウ
オウゴケ、サツマホウオウゴケ、キャラボ
クゴケ、コホウオウゴケ等 

41 種 35 種 

2 苔類 16 科 30 種 
チャボホラゴケモドキ、ツクシツボミゴ
ケ、ソロイゴケ属の一種、ヒメトサカゴ
ケ、ツクシウロコゴケ、チヂミカヤゴケ等 

27 種 19 種 

3 ツノゴケ類 2 科 3 種 
チヂレバツノゴケ、コニワツノゴケ、ヤマ
トツノゴケモドキ 

3 種 0 種 

合計 39 科 85 種 71 種 54 種 

注１：蘚苔類の分類、科の配列は平凡社の「日本の野生植物 コケ」(岩月編 平成 13 年)に従い、科名、和名、

学名は、蘚類では(Iwatsuki 平成 16 年）に、苔類では(片桐・古木 平成 24 年)に従いました。ただし、

ウキゴケ属は、（富永・古木 平成 26 年）に従いました。 
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表 1.2-4(1) 確認種（蘚苔類） 

 
 

  

平成30
年度

平成31
年度

種名 学名 秋季 初夏季

1 蘚類 スギゴケ ヒメタチゴケ Atrichum rhystophyllum ● ●

2 蘚類 スギゴケ ヒメスギゴケ Pogonatum neesii ● ●
3 蘚類 ホウオウゴケ ツクシホウオウゴケ Fissidens bryoides var. lateralis ●
4 蘚類 ホウオウゴケ サツマホウオウゴケ Fissidens hyalinus ●
5 蘚類 ホウオウゴケ キャラボクゴケ Fissidens taxifolius ●
6 蘚類 ホウオウゴケ コホウオウゴケ Fissidens teysmannianus ●
7 蘚類 ホウオウゴケ チャボホウオウゴケ Fissidens tosaensis ●
8 蘚類 キンシゴケ ヤノウエノアカゴケ Ceratodon purpureus ●
9 蘚類 シッポゴケ ユミダイゴケ Trematodon longicollis ●

10 蘚類 シラガゴケ ホソバオキナゴケ Leucobryum juniperoideum ● ●
11 蘚類 センボンゴケ ネジクチゴケ Barbula unguiculata ●
12 蘚類 センボンゴケ チュウゴクネジクチゴケ Didymodon vinearis ●
13 蘚類 センボンゴケ ハマキゴケ Hyophila propagulifera ● ●
14 蘚類 センボンゴケ ナガバヒョウタンゴケ Leptophascum leptophyllum ●
15 蘚類 センボンゴケ ホンモンジゴケ Scopelophila cataractae ● ●
16 蘚類 センボンゴケ ツチノウエノタマゴケ Weissia crispa ●
17 蘚類 ギボウシゴケ エゾスナゴケ Racomitrium japonicum ●
18 蘚類 ヒナノハイゴケ ヒナノハイゴケ Erpodium sinense ● ●
19 蘚類 ヒナノハイゴケ サヤゴケ Glyphomitrium humillimum ● ●
20 蘚類 カゲロウゴケ カゲロウゴケ Ephemerum spinulosum ●
21 蘚類 ヒョウタンゴケ ヒョウタンゴケ Funaria hygrometrica ●
22 蘚類 ヒョウタンゴケ ヒロクチゴケ Physcomitrium eurystomum ●
23 蘚類 ヒョウタンゴケ アゼゴケ Physcomitrium sphaericum ● ●
24 蘚類 ハリガネゴケ ホソウリゴケ Brachymenium exile ● ●
25 蘚類 ハリガネゴケ ギンゴケ Bryum argenteum ● ●
26 蘚類 ハリガネゴケ ナガハハリガネゴケ Bryum coronatum ●
27 蘚類 ハリガネゴケ ケヘチマゴケ Pohlia flexuosa ●
28 蘚類 ハリガネゴケ ヘチマゴケ属の一種 Pohlia sp. ●
29 蘚類 チョウチンゴケ コツボゴケ Plagiomnium acutum ● ●
30 蘚類 チョウチンゴケ ツルチョウチンゴケ Plagiomnium maximoviczii ●
31 蘚類 タチヒダゴケ タチヒダゴケ Orthotrichum consobrinum ● ●
32 蘚類 アブラゴケ アブラゴケ Hookeria acutifolia ●
33 蘚類 コゴメゴケ コゴメゴケ Fabronia matsumurae ● ●
34 蘚類 ウスグロゴケ ヒメウスグロゴケ Leskeella pusilla ● ●
35 蘚類 シノブゴケ ノミハニワゴケ Haplocladium angustifolium ● ●
36 蘚類 シノブゴケ コメバキヌゴケ Haplocladium microphyllum ● ●
37 蘚類 シノブゴケ イワイトゴケ Haplohymenium triste ● ●
38 蘚類 アオギヌゴケ アオギヌゴケ属の一種 Brachythecium sp. ●
39 蘚類 アオギヌゴケ ツクシナギゴケモドキ Oxyrrhynchium hians ● ●
40 蘚類 アオギヌゴケ ツクシナギゴケ Oxyrrhynchium savatieri ●
41 蘚類 アオギヌゴケ コカヤゴケ Rhynchostegium pallidifolium ● ●
42 蘚類 ツヤゴケ ヒロハツヤゴケ Entodon challengeri ● ●
43 蘚類 ツヤゴケ ツヤゴケ属の一種 Entodon sp. ●
44 蘚類 ナガハシゴケ カガミゴケ Brotherella henonii ●
45 蘚類 ナガハシゴケ カガミゴケ属の一種 Brotherella sp. ●
46 蘚類 ナガハシゴケ コモチイトゴケ Pylaisiadelpha tenuirostris ● ●
47 蘚類 ハイゴケ ハイゴケ Hypnum plumaeforme ● ●
48 蘚類 ハイゴケ イヌサナダゴケ Platygyrium repens ● ●
49 蘚類 ハイゴケ コウライイチイゴケ Taxiphyllum alternans ●
50 蘚類 ハイゴケ キャラハゴケ Taxiphyllum taxirameum ● ●
51 蘚類 ハイゴケ キャラハゴケ属の一種 Taxiphyllum sp. ●
52 蘚類 ハイゴケ フクロハイゴケ Vesicularia ferriei ●

No. 分類群 科
種
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表 1.2-4(2) 確認種（蘚苔類） 

 
注１：種名及び配列は原則として、平凡社の「日本の野生植物 コケ」(岩月編 平成 13 年)に従い、科名、和名、

学名は、蘚類では(Iwatsuki 平成 16 年）に、苔類では(片桐・古木 平成 24 年)に従いました。 

ただし、ウキゴケ属は、（富永・古木 平成 26 年）に従いました。 

 

 

  

平成30
年度

平成31
年度

種名 学名 秋季 初夏季

53 苔類 ツキヌキゴケ チャボホラゴケモドキ Calypogeia arguta ● ●

54 苔類 ソロイゴケ ツクシツボミゴケ Solenostoma truncatum ●
55 苔類 ソロイゴケ ソロイゴケ属の一種 Solenostoma sp. ●
56 苔類 ウロコゴケ ヒメトサカゴケ Chiloscyphus minor ● ●
57 苔類 ウロコゴケ ツクシウロコゴケ Heteroscyphus planus ●
58 苔類 クラマゴケモドキ チヂミカヤゴケ Macvicaria ulophylla ●
59 苔類 ヤスデゴケ カラヤスデゴケ Frullania muscicola ● ●
60 苔類 クサリゴケ フルノコゴケ Trocholejeunea sandvicensis ●
61 苔類 クサリゴケ ヤマトヨウジョウゴケ Cololejeunea japonica ● ●
62 苔類 クサリゴケ コクサリゴケ Lejeunea ulicina ● ●
63 苔類 ウロコゼニゴケ ウロコゼニゴケ Fossombronia japonica ● ●
64 苔類 ミズゼニゴケ ホソバミズゼニゴケ Pellia endiviifolia ● ●
65 苔類 フタマタゴケ ヤマトフタマタゴケ Metzgeria lindbergii ● ●
66 苔類 スジゴケ クシノハスジゴケ Riccardia multifida subsp. decrescens ●
67 苔類 ミカヅキゼニゴケ ミカヅキゼニゴケ Lunularia cruciata ● ●
68 苔類 ジャゴケ ジャゴケ Conocephalum conicum ● ●
69 苔類 ジャゴケ ヒメジャゴケ Conocephalum japonicum ● ●
70 苔類 アズマゼニゴケ ケゼニゴケ Dumortiera hirsuta ● ●
71 苔類 ジンガサゴケ ミヤコゼニゴケ Mannia fragrans ●
72 苔類 ジンガサゴケ ジンガサゴケ Reboulia hemisphaerica ssp. orientalis ●
73 苔類 ゼニゴケ トサノゼニゴケ Marchantia emarginata ssp. tosana ● ●
74 苔類 ゼニゴケ ゼニゴケ Marchantia polymorpha ssp. ruderalis ● ●
75 苔類 ウキゴケ ハタケゴケ Riccia bifurca ●
76 苔類 ウキゴケ コハタケゴケ Riccia huebeneriana ●
77 苔類 ウキゴケ ウロコハタケゴケ Riccia lamellosa ● ●
78 苔類 ウキゴケ ミヤケハタケゴケ Riccia miyakeana ●
79 苔類 ウキゴケ サビイロハタケゴケ Riccia nigrella ● ●
80 苔類 ウキゴケ ホソバウキゴケ Riccia stenophylla ●
81 苔類 ウキゴケ ウキゴケ属の一種 Riccia sp. ●
82 苔類 ウキゴケ イチョウウキゴケ Ricciocarpos natans ●
83 ツノゴケ類 ツノゴケ チヂレバツノゴケ Anthoceros subtilis ●
84 ツノゴケ類 ツノゴケ コニワツノゴケ Phaeoceros parvulus ●
85 ツノゴケ類 ツノゴケモドキ ヤマトツノゴケモドキ Notothylas temperata ●

合計 - 39科 71種 54種85種

No. 分類群 科
種
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表 1.2-5 付着藻類の確認種数 

No. 網 目 科 主な確認種 

平成 30 年度 
平成 31

年度 

夏
季 

秋
季 

冬
季 

春
季 

1 
藍藻 クロオコックス 

1 科 1 種 
ミクロキスティス属 

（和名なし） 
0 種 1 種 0 種 0 種 

2 プレウロカプサ 1 科 2 種 クセノコックス属、ヒエラ科 0 種 1 種 2 種 1 種 

3 
ネンジュモ 

2 科 3 種 
ビロウドランソウ、リングビ

ア属、フォルミディウム属 
3 種 2 種 3 種 0 種 

4 

紅藻 カワモズク 

1 科 4 種 

チャイロカワモズク、アオカ

ワモズク、カワモズク属、カ

ワモズク属（シャントランシ

ア期） 

1 種 1 種 2 種 3 種 

5 珪藻 中心 1 科 1 種 タルケイソウ属（和名なし） 1 種 1 種 1 種 1 種 

6 

羽状 

6 科 67 種 

ミバエハリケイソウ属（和名

なし）、オニジュウジケイソ

ウ属（和名なし）、ハリケイ

ソウ属（和名なし）、ニセク

チビルケイソウ属（和名な

し）、イチモンジケイソウ属

（和名なし）等 

38 種 39 種 47 種 38 種 

7 緑藻 クロロコックム 1 科 1 種 カラキウム属（和名なし） 0 種 1 種 1 種 0 種 

8 ヒビミドロ 1 科 1 種 ヒビミドロ属 0 種 0 種 1 種 0 種 

9 
カエトフォラ 

1 科 2 種 
スティゲオクロニウム属、カ

エトフォラ科 
1 種 2 種 2 種 1 種 

10 サヤミドロ 1 科 1 種 サヤミドロ属 1 種 1 種 1 種 1 種 

11 ミドリゲ 1 科 1 種 シオグサ属 1 種 1 種 1 種 1 種 

12 車軸藻 シャジクモ 1 科 1 種 シャジクモ 1 種 0 種 0 種 0 種 

合計 18 科 85 種 47 種 50 種 61 種 46 種 

注１：付着藻類の分類、科の配列は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 26 年度生物リスト 河川環境

データベース』（国土交通省 平成 26 年）を参考にしたほか、部分的には『小林弘珪藻図鑑．第 1巻』（小

林弘ほか 2006 年）などに従いました。 

  



 

資 1.2-21 

表 1.2-6(1) 確認種（付着藻類） 

 
  

種 平成30年度
平成31
年度

種名 学名 夏季 秋季 冬季 春季
1 藍藻 クロオコックス クロオコックス ミクロキスティス属（和名なし） Microcystis viridis ●
2 藍藻 プレウロカプサ ヒエラ クセノコックス属 Xenococcus sp. ● ● ●
3 藍藻 プレウロカプサ ヒエラ ヒエラ科 Hyellaceae gen.sp. ●
4 藍藻 ネンジュモ ヒゲモ ビロウドランソウ Homoeothrix janthina ● ● ●
5 藍藻 ネンジュモ ユレモ リングビア属 Lyngbya sp. ● ●
6 藍藻 ネンジュモ ユレモ フォルミディウム属 Phormidium sp. ● ● ●
7 紅藻 カワモズク カワモズク チャイロカワモズク Batrachospermum arcuatum ●
8 紅藻 カワモズク カワモズク アオカワモズク Batrachospermum helminthosum ●
9 紅藻 カワモズク カワモズク カワモズク属 Batrachospermum sp. ●

10 紅藻 カワモズク カワモズク カワモズク属（シャントランシア期） chantransia-phase of Batrachospermum  sp. ● ● ● ●
11 珪藻 中心 メロシラ タルケイソウ属（和名なし） Melosira varians ● ● ● ●
12 珪藻 羽状 ディアトマ ミバエハリケイソウ属（和名なし） Ctenophora pulchella ●
13 珪藻 羽状 ディアトマ オニジュウジケイソウ属（和名なし） Staurosirella pinnnata ● ● ●
14 珪藻 羽状 ディアトマ ハリケイソウ属（和名なし） Ulnaria acus ●
15 珪藻 羽状 ディアトマ ハリケイソウ属（和名なし） Ulnaria ulna ● ●
16 珪藻 羽状 ディアトマ ハリケイソウ属（和名なし） Ulnaria pseudogaillonii ●
17 珪藻 羽状 ユーノチア イチモンジケイソウ属（和名なし） Eunotia formica ● ● ● ●
18 珪藻 羽状 ユーノチア イチモンジケイソウ属（和名なし） Eunotia minor ●
19 珪藻 羽状 ユーノチア イチモンジケイソウ属（和名なし） Eunotia tenella ● ● ●
20 珪藻 羽状 ナビクラ ニセクチビルケイソウ属（和名なし） Amphora pediculus ● ● ● ●
21 珪藻 羽状 ナビクラ ニセクチビルケイソウ属（和名なし） Amphora montana ●
22 珪藻 羽状 ナビクラ ニセフネケイソウ属（和名なし） Caloneis bacillum ● ●
23 珪藻 羽状 ナビクラ クチビルケイソウ属（和名なし） Cymbella naviculiformis ●
24 珪藻 羽状 ナビクラ ハラミクチビルケイソウ属（和名なし） Encyonema leei ● ●
25 珪藻 羽状 ナビクラ ハラミクチビルケイソウ属（和名なし） Encyonema prostratum ●
26 珪藻 羽状 ナビクラ ハラミクチビルケイソウ属（和名なし） Encyonema silesiacum ●
27 珪藻 羽状 ナビクラ ヒシガタケイソウ属（和名なし） Frustulia vulgaris ● ● ●
28 珪藻 羽状 ナビクラ クサビフネケイソウ属（和名なし） Gomphoneis heterominuta ● ●
29 珪藻 羽状 ナビクラ クサビケイソウ属（和名なし） Gomphonema gracile ● ●
30 珪藻 羽状 ナビクラ クサビケイソウ属（和名なし） Gomphonema inaequilongum ●
31 珪藻 羽状 ナビクラ クサビケイソウ属（和名なし） Gomphonema lagenula ●
32 珪藻 羽状 ナビクラ クサビケイソウ属（和名なし） Gomphonema parvulum ● ● ● ●
33 珪藻 羽状 ナビクラ クサビケイソウ属（和名なし） Gomphonema pseudosphaerophorum ● ●
34 珪藻 羽状 ナビクラ クサビケイソウ属（和名なし） Gomphonema truncatum ●
35 珪藻 羽状 ナビクラ フネケイソウ属（和名なし） Navicula capitatoradiata ●
36 珪藻 羽状 ナビクラ フネケイソウ属（和名なし） Navicula contenta f.biceps ●
37 珪藻 羽状 ナビクラ フネケイソウ属（和名なし） Navicula cryptocephala ● ● ● ●
38 珪藻 羽状 ナビクラ フネケイソウ属（和名なし） Navicula cryptotenella ● ● ● ●
39 珪藻 羽状 ナビクラ フネケイソウ属（和名なし） Navicula decussis ● ● ● ●
40 珪藻 羽状 ナビクラ フネケイソウ属（和名なし） Navicula delicatilineolata ● ●
41 珪藻 羽状 ナビクラ フネケイソウ属（和名なし） Navicula gregaria ● ● ● ●
42 珪藻 羽状 ナビクラ フネケイソウ属（和名なし） Navicula minima ● ● ● ●
43 珪藻 羽状 ナビクラ フネケイソウ属（和名なし） Navicula nipponica ● ● ● ●
44 珪藻 羽状 ナビクラ フネケイソウ属（和名なし） Navicula seminulum ● ● ●
45 珪藻 羽状 ナビクラ フネケイソウ属（和名なし） Navicula schroeterii ● ●
46 珪藻 羽状 ナビクラ フネケイソウ属（和名なし） Navicula tripunctata ● ● ●
47 珪藻 羽状 ナビクラ フネケイソウ属（和名なし） Navicula yuraeensis ●
48 珪藻 羽状 ナビクラ フネケイソウ属（和名なし） Navicula veneta ● ● ●
49 珪藻 羽状 ナビクラ ハネケイソウ属（和名なし） Pinnularia microstauron ●
50 珪藻 羽状 ナビクラ ハネケイソウ属（和名なし） Pinnularia valdetolerans ●
51 珪藻 羽状 ナビクラ マガリクサビケイソウ属（和名なし） Rhoicosphenia abbreviata ● ● ● ●
52 珪藻 羽状 ナビクラ エリツキケイソウ属（和名なし） Sellaphora japonica ● ● ● ●
53 珪藻 羽状 ナビクラ エリツキケイソウ属（和名なし） Sellaphora pupula ●
54 珪藻 羽状 アクナンテス ツメケイソウ属（和名なし） Achnanthes coarctata ● ●
55 珪藻 羽状 アクナンテス ツメケイソウ属（和名なし） Achnanthes rupestoides ● ● ● ●
56 珪藻 羽状 アクナンテス ツメワカレケイソウ属（和名なし） Achnanthidium clevei ● ● ●
57 珪藻 羽状 アクナンテス ツメワカレケイソウ属（和名なし） Achnanthidium convergens ● ● ● ●
58 珪藻 羽状 アクナンテス ツメワカレケイソウ属（和名なし） Achnanthidium exiguum ● ● ●
59 珪藻 羽状 アクナンテス ツメワカレケイソウ属（和名なし） Achnanthidium minutissimum ● ● ● ●
60 珪藻 羽状 アクナンテス ツメワカレケイソウ属（和名なし） Achnanthidium pyrenaicum ● ●
61 珪藻 羽状 アクナンテス ツメワカレケイソウ属（和名なし） Achnanthidium saprophilum ●
62 珪藻 羽状 アクナンテス ツメワカレケイソウ属（和名なし） Achnanthidium subhudsonis ● ● ●
63 珪藻 羽状 アクナンテス コメツブケイソウ属（和名なし） Cocconeis pediculus ● ● ●
64 珪藻 羽状 アクナンテス コメツブケイソウ属（和名なし） Cocconeis placentula ● ● ● ●
65 珪藻 羽状 アクナンテス フトスジツメワカレケイソウ属（和名なし） Planothidium frequentissimum ● ● ● ●
66 珪藻 羽状 アクナンテス フトスジツメワカレケイソウ属（和名なし） Planothidium lanceolatum ● ● ● ●

No. 綱 目 科
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表 1.2-6(2) 確認種（付着藻類） 

 
注 1：種名及び配列は原則として、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 26 年度生物リスト 河川環境デ

ータベース』（国土交通省 平成 26 年）を参考にしたほか、部分的には『小林弘珪藻図鑑．第 1巻』（小林

弘ほか 2006 年）などに従いました。 

 

  

種 平成30年度
平成31
年度

種名 学名 夏季 秋季 冬季 春季
67 珪藻 羽状 ニッチア ササノハケイソウ属（和名なし） Nitzschia amphibia ● ● ● ●
68 珪藻 羽状 ニッチア ササノハケイソウ属（和名なし） Nitzschia brevissima ●
69 珪藻 羽状 ニッチア ササノハケイソウ属（和名なし） Nitzschia dissipata ● ● ●
70 珪藻 羽状 ニッチア ササノハケイソウ属（和名なし） Nitzschia fonticola ●
71 珪藻 羽状 ニッチア ササノハケイソウ属（和名なし） Nitzschia linearis ● ● ● ●
72 珪藻 羽状 ニッチア ササノハケイソウ属（和名なし） Nitzschia palea ● ● ● ●
73 珪藻 羽状 ニッチア ササノハケイソウ属（和名なし） Nitzschia paleacea ●
74 珪藻 羽状 ニッチア ササノハケイソウ属（和名なし） Nitzschia recta ●
75 珪藻 羽状 ニッチア ササノハケイソウ属（和名なし） Nitzschia sinuata var.delognei ● ● ●
76 珪藻 羽状 ニッチア ササノハケイソウ属 Nitzschia sp. ●
77 珪藻 羽状 スリレラ コバンケイソウ属（和名なし） Surirella angusta ● ●
78 珪藻 羽状 スリレラ コバンケイソウ属（和名なし） Surirella brebissonii ●
79 緑藻 クロロコックム クロロコックム カラキウム属（和名なし） Characium ensiforme ● ●
80 緑藻 ヒビミドロ ヒビミドロ ヒビミドロ属 Ulothrix sp. ●
81 緑藻 カエトフォラ カエトフォラ スティゲオクロニウム属 Stigeoclonium sp. ● ●
82 緑藻 カエトフォラ カエトフォラ カエトフォラ科 Chaetophoraceae gen sp. ● ● ● ●
83 緑藻 サヤミドロ サヤミドロ サヤミドロ属 Oedogonium sp. ● ● ● ●
84 緑藻 ミドリゲ シオグサ シオグサ属 Cladophora sp. ● ● ● ●
85 車軸藻 シャジクモ シャジクモ シャジクモ Chara braunii ●

合計 5綱 12目 18科 85種 47種 50種 61種 46種

No. 綱 目 科
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図 1.2-1(1) 植生断面図(植生調査地点 13：コナラ群落)(平成 30 年夏季) 

 

 

 

 

 

図 1.2-1(2) 植生断面図(植生調査地点 13：コナラ群落)(令和元年春季) 
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図 1.2-2(1) 植生断面図(植生調査地点 12：ムクノキ－エノキ群落)(平成 30 年夏季) 

 

 

 

 

 

図 1.2-2(2) 植生断面図(植生調査地点 12：ムクノキ－エノキ群落)(令和元年春季) 
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図 1.2-3(1) 植生断面図(植生調査地点 14：スギ・ヒノキ群落)(平成 30 年夏季) 

 

 

 

 

 

図 1.2-3(2) 植生断面図(植生調査地点 14：スギ・ヒノキ群落)(令和元年春季) 
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図 1.2-4(1) 植生断面図(植生調査地点 8：竹林)(平成 30 年夏季) 

 

 

 

 

 

図 1.2-4(2) 植生断面図(植生調査地点 8：竹林)(令和元年春季) 
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図 1.2-5(1) 植生断面図(植生調査地点 18：ヤナギ低木群落)(平成 30 年夏季) 

 

 

図 1.2-5(2) 植生断面図(植生調査地点 18：ヤナギ低木群落)(令和元年春季) 

 

 

図 1.2-5(3) 植生断面図(植生調査地点 18：ヤナギ低木群落)(令和元年夏季) 
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図 1.2-6(1) 植生断面図(植生調査地点 10：アズマネザサ群落)(平成 30 年夏季) 

 

 

 

 

 
図 1.2-6(2) 植生断面図(植生調査地点 10：アズマネザサ群落)(令和元年春季) 
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図 1.2-7(1) 植生断面図(植生調査地点 15：ススキ群落)(平成 30 年夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2-7(2) 植生断面図(植生調査地点 15：ススキ群落)(令和元年春季) 

 

  



 

資 1.2-30 

 

 
図 1.2-8(1) 植生断面図(植生調査地点 1：セイタカアワダチソウ群落) 

(平成 30 年夏季) 

 

 

 

 

 

 

図 1.2-8(2) 植生断面図(植生調査地点 1：セイタカアワダチソウ群落) 

(令和元年春季) 
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図 1.2-9(1) 植生断面図(植生調査地点 16：ヒメムカシヨモギ群落) 

(平成 30 年夏季) 

 

 

 

 

 

 

図 1.2-9(2) 植生断面図(植生調査地点 16：ヒメムカシヨモギ群落) 

(令和元年春季) 
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図 1.2-10(1) 植生断面図(植生調査地点 2：イネ科草本群落)(平成 30 年夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2-10(2) 植生断面図(植生調査地点 2：イネ科草本群落)(令和元年春季) 
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図 1.2-11(1) 植生断面図(植生調査地点 7：オギ群落)(平成 30 年夏季) 

 

 

 

 

 

図 1.2-11(2) 植生断面図(植生調査地点 7：オギ群落)(令和元年春季) 
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図 1.2-12(1) 植生断面図(植生調査地点 4：チガヤ群落)(平成 30 年夏季) 

 

 

 

 

 

図 1.2-12(2) 植生断面図(植生調査地点 4：チガヤ群落)(令和元年春季) 
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図 1.2-13(1) 植生断面図(植生調査地点 3：メヒシバ－エノコログサ群落) 

(平成 30 年夏季) 

 

 

 

 

 

 

図 1.2-13(2) 植生断面図(植生調査地点 3：メヒシバ－エノコログサ群落) 

(令和元年春季) 
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図 1.2-14(1) 植生断面図(植生調査地点 19：メヒシバ－エノコログサ群落) 

(令和元年春季) 

 

 

 

 

 

 

図 1.2-14(2) 植生断面図(植生調査地点 19：メヒシバ－エノコログサ群落) 

(令和元年夏季) 
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図 1.2-15(1) 植生断面図(植生調査地点 20：メヒシバ－エノコログサ群落) 

(令和元年春季) 

 

 

 

 

 

図 1.2-15(2) 植生断面図(植生調査地点 20：メヒシバ－エノコログサ群落) 

(令和元年夏季) 
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図 1.2-16(1) 植生断面図(植生調査地点 17：植栽樹群)(平成 30 年夏季) 

 

 

 

 

 

図 1.2-16(2) 植生断面図(植生調査地点 17：植栽樹群)(令和元年春季) 
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図 1.2-17(1) 植生断面図(植生調査地点 6：果樹園)(平成 30 年夏季) 

 

 

 

 

 
図 1.2-17(2) 植生断面図(植生調査地点 6：果樹園)(令和元年春季) 
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図 1.2-18(1) 植生断面図(植生調査地点 9：畑地)(平成 30 年夏季) 

 

 

 

 

 

 

図 1.2-18(2) 植生断面図(植生調査地点 9：畑地)(令和元年春季) 
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図 1.2-19(1) 植生断面図(植生調査地点 5：水田)(平成 30 年夏季) 

 

 

 

 

 

 

図 1.2-19(2) 植生断面図(植生調査地点 5：水田)(令和元年春季) 
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図 1.2-20(1) 植生断面図(植生調査地点 11：休耕田)(平成 30 年夏季) 

 

 

 

 

 

 

図 1.2-20(2) 植生断面図(植生調査地点 11：休耕田)(令和元年春季) 
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（2）専門家等のヒアリング結果 

既存資料（区画整理）における専門家等ヒアリング結果を表 1.2-7 に示します。 

 

表 1.2-7(1) 専門家等ヒアリング結果（専門家 A 氏（植物）） 

【事業計画について】 

・重要な種が確認されている相沢川周辺を全部改変してつぶしてしまう計画では、ヒアリングで

助言、提案をしている意義がない。 

・ビオトープを作る場合は良いが、その後のモニタリングが重要である。ビオトープを造成した

あとの管理のことも考えておくことが重要である。 

【植物について】 

・植物の重要な種は、種子植物だけではなくシダ植物もある。シダ植物の移植については、シダ

植物に詳しい専門家に確認の上、移植を進めてほしい。 

・ヒロハノカワラサイコは、神奈川県下では特に貴重で数が少ないという種ではない。 

 

 

表 1.2-7(2) 専門家等ヒアリング結果（専門家Ｂ氏（シャジクモ）） 

【シャジクモについて】 

・相沢川での調査は行っていないが、市内の別地点で過去に行った調査においても、シャジクモ

の確認場所は水田がメインである。 

・付着藻類４は定期的に調査を実施しており、平成 17 年の調査でカワモズクが確認されている

が、近年の調査ではシャジクモやカワモズクは確認されていない。 

・付着藻類３の近くの瀬谷市民の森付近でカワモズクが確認されている。 

・対象事業実施区域には、水田は限られていること、および市のこれまでの調査における大型藻

類の確認状況から判断して、調査の結果は、この区域における大型藻類の生育状況を表す資料

として概ね妥当と考えられる。 

・保全措置を検討するにあたっての優先事項や考え方を整理し、移植による場合は、生育環境も

考慮した内容とすること。 

・シャジクモはきれいで、水の流れが弱いところでないと生えない。ただ、飼育自体は水槽でも

できる。生かすだけなら人工的な環境でも問題ない。 

 

 

 


